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広報 2令和２年11月号

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。
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特 集 地域で活動する〜障害者等への支援〜

3 広報 令和２年11月号

特 
集
Topic

津南町には、「障害」や「生きづらさ」を持った人たちが活動する場があります。
その中から「就労継続支援事業所」と「地域支援活動センター」を紹介します。

　この施設は、障害を持つ人が一般企業へ就職するのを支援する施設です。次の
「Ａ型事業所」と「Ｂ型事業所」に分類され、生産活動や活動の機会の提供や規

則正しい生活習慣を行えるような指導を実施しています。
　どちらの事業所でも様々な作業を行っており、一般のかたや企業からの作業を
受託しています。どんな作業ができるのかは事業所との相談になります。

[ Ａ型事業所 ]
　雇用契約をむすび活動する事業所です。労働者として働き、毎月の給与が支払われます。それと同時に
訓練も受けて、一般企業への就労を目指して活動を行っています。また、原則としては雇用契約をむすん
だかたの利用となっていますが、要件を満たせば、非雇用のかたの利用も認められています。

[ Ｂ型事業所 ]
　雇用契約をむすばずに活動する事業所です。利用者は作業訓練を通じて生産活動を行い、できたものに
対して工賃を報酬として受けとります。訓練を積んで、Ａ型事業所や一般企業への就労を目指しています。

　この施設は、障害のある人を対象とした創作的活動や生産活動の機会の提供や、社会との交流の促進な
どの機会を提供する施設です。「生きづらさ」をもったかたがたの交流の場としての活動も行っています。

◀次ページで津南町の施設を紹介します

津南町の各施設では
受託作業を

募集しています！

地域 で活動 する
～障害者等への支援～

地域活動支援センター

就労継続支援施設

　12 月３日は「国際障害者デー」として世界で定められています。これに合わせて、日本では、
毎年 12 月３日から９日を、「障害者週間」として定めています。
　すべてのいのちは等しく尊いものであり、かけがえのないものです。障害のある人もない人も、
誰もがお互いの人格と個性を尊重し支え合える共生社会の実現に向けて、私たちにできることを
考えてみる機会としてみてはいかがでしょうか。

●共生社会の実現に向けた取り組み
　共生社会の実現に向けて、次の２つの法律があります。

１２月３日からは「障害者週間」です

①障害者差別解消法
　この法律では、障害を理由とする「不
当な差別的取扱い」をしないことや、「合
理的な配慮の提供」をすることなどが規
定されています。

②障害者虐待防止法
　この法律では、障害を理由とする「虐
待の防止」や「虐待を発見した場合の通報」
することなどが規定されています。



広報 4令和２年11月号

　

閉
園
と
な
っ
た
旧
外
丸
保
育
園
を
活
用
し

た
施
設
で
す
。

　

米
粉
を
使
っ
た
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
製
品
開
発
の
ほ
か
、
高
齢
者
福
祉
施
設

の
入
所
者
の
衣
服
の
洗
濯
な
ど
の
作
業
受
託

を
し
て
い
ま
す
。

　

製
品
は
「
農
と
縄
文
の
体
験
実
習
館
な

じ
ょ
も
ん
」
や
十
日
町
市
の
ク
ロ
ス
10
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
外
丸
小
学
校
の
草
刈
り
な
ど
も
し
て
お

り
、
作
業
を
通
じ
て
地
域
と
の
か
か
わ
り
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
型
と
Ｂ
型
が
併
設
さ
れ
て
い
る
施
設

で
、
役
割
分
担
を
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
ハ
ウ
ス
で
の
キ
ノ
コ
栽
培
を
し
て
お

り
、
Ａ
型
の
か
た
は
主
に
キ
ノ
コ
を
収
穫

し
て
パ
ッ
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
Ｂ
型

の
か
た
は
主
に
菌
床
を
井
戸
水
に
つ
け
て

次
の
収
穫
に
備
え
る
作
業
を
し
ま
す
。

　

収
穫
し
た
キ
ノ
コ
は
リ
オ
ン
ド
ー
ル
や
メ

ル
シ
ー
の
各
店
舗
に
卸
し
て
い
て
、
一
日
当

た
り
１
１
０
㎏
程
の
キ
ノ
コ
を
出
荷
し
て
い

ま
す
。

↑製品は一つひとつ丁寧に手作りします

↑菌床を井戸水に浸水させます（Ｂ型）

↑米粉のお菓子や杉の木細工

↑菌床にできたキノコを採取します（Ａ型）

就
労
継
続
支
援
施
設

就
労
継
続
支
援
施
設

A
型

A
型
・
B
型
併
設

パ
ン
工
房 

よ
つ
ば

サ
ン
フ
ァ
ー
ム
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5 広報 令和２年11月号

　

社
会
福
祉
法
人
つ
な
ん
福
祉
会
の
施
設
の

一
つ
で
、
就
業
機
会
や
生
産
活
動
を
提
供
す

る
場
と
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
の
製
作
や
企

業
か
ら
の
受
託
作
業
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

身
だ
し
な
み
な
ど
一
般
企
業
の
就
労
に
必
要

な
知
識
及
び
能
力
向
上
の
た
め
に
必
要
な
支

援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
は
町
の
健
康
ま
つ
り
を

は
じ
め
町
内
外
で
実
施
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

受
託
作
業
と
し
て
は
、し
め
飾
り
の
袋
入
れ
、

越
後
杉
箸
の
削
り
作
業
な
ど
の
生
産
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

旧
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
に
平
成
28

年
度
に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
本
的
に
は
障
害
の
あ
る
人
の
居
場
所
と

し
て
、
利
用
者
の
か
た
が
「
い
つ
来
て
も
、

い
つ
帰
っ
て
も
い
い
場
所
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
ち
ら
は
誰
で
も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

月
一
度
の
食
事
会
や
ピ
ア
ノ
の
演
奏
会
な

ど
の
地
域
と
の
交
流
活
動
と
い
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
農
福
連
携
（
※
）
に
よ
る
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
加
工
や
町
の
敬
老
式
の
写
真
立
て
作

成
な
ど
の
受
託
作
業
も
し
て
い
ま
す
。

↑役割分担をして正月のしめ飾りの袋入れをします

↑農福連携で受託したトウモロコシの加工作業

↑たくさん並べられたオリジナル製品

↑利用者が楽しみにしている食事会

※農福連携…障害者等が農業分野で活動することを通じ、自信や生きがいを持って社会参画
を実現していく取り組み

就
労
継
続
支
援
施
設

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

B
型

す
み
れ
工
房

い
こ
い
の
家
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ひ
ま
わ
り
保
育
園
増
築
棟
は
、
津
南
の
大

自
然
に
マ
ッ
チ
し
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
時

代
を
見
据
え
る
な
か
、「
環
境
共
生
型
」
の

建
物
と
す
る
た
め
、
木
造
園
舎
と
し
ま
す
。

外
観
は
近
辺
の
山
並
み
に
連
な
る
佇
ま
い
を

基
本
と
し
、
大
自
然
の
営
み
と
と
も
に
生
き

て
き
た
津
南
ら
し
い
温
か
み
の
あ
る
外
観

（
パ
ー
ス
図
参
照
）
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
内
装
も
可
能
な
限
り
木
材
を
活
用

し
、
幼
い
頃
か
ら
木
の
香
り
や
温
も
り
、
木

に
直
接
触
れ
合
う
こ
と
で
、
鋭
い
感
性
や
自

然
へ
の
親
し
み
、
森
林
や
環
境
問
題
に
対
す

る
確
か
な
理
解
の
礎
を
育
み
ま
す
。
ま
た
、

木
質
利
用
は
室
内
の
温
度
変
化
を
緩
和
さ

せ
、
よ
り
快
適
性
を
高
め
る
等
優
れ
た
効
果

が
あ
る
ほ
か
、
環
境
負
荷
軽
減
や
森
林
の
保

全
、木
の
文
化
の
継
承
等
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

増
築
棟
延
床
総
面
積
は
１
，
８
５
４
・
２
４

㎡
、
内
１
階
１
，
４
０
４
・
０
９
㎡
、
２
階

４
５
０
・
１
５
㎡
と
な
っ
て
い
ま
す
。
定
員

は
増
築
棟
、
既
存
園
舎
併
せ
２
５
０
名
（
０

歳
児
25
名
、
１
歳
児
36
名
、
２
歳
児
39
名
、

３
歳
児
50
名
、
４
歳
児
50
名
、
５
歳
児
50
名
）

と
し
ま
す
。
屋
根
構
造
は
融
雪
屋
根
を
検
討

し
、
冬
場
の
降
雪
に
対
応
し
ま
す
。

木
々
と

　
呼
吸
す
る
園
舎

  

～
自
然
と
共
生
す
る
子
ど
も
た
ち
へ
～

保
育
園
レ
ポ
ー
ト

２

面
積
・
定
員

ひまわり保育園増築棟　玄関側（パース図❶）

❶玄関・中央ホール

現ひまわり保育園
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7 広報 令和２年11月号

　

玄
関
は
１
階
中
央
付
近
に
設
け
、
送
迎
時

に
保
護
者
同
士
が
可
能
な
限
り
密
に
な
ら
な

い
よ
う
、
園
児
バ
ス
の
安
全
な
昇
降
が
可
能

と
な
る
よ
う
、
広
い
玄
関
と
し
ま
す
。
中
央

ホ
ー
ル
に
は
手
洗
い
場
を
多
く
配
置
し
、
登

園
後
や
野
外
活
動
後
、
子
ど
も
た
ち
が
す
ぐ

に
手
洗
い
で
き
る
環
境
を
整
え
、
手
指
衛
生

管
理
を
徹
底
し
ま
す
。

　

保
育
室
は
、
増
築
棟
１
階
東
側
に
、
０
・

１
歳
児
の
専
用
保
育
室
を
２
部
屋
、
ほ
ふ
く

ス
ペ
ー
ス
、
プ
レ
イ
ス
ペ
ー
ス
を
各
々
設

け
、
そ
の
向
か
い
に
１
歳
児
保
育
室
３
部
屋

を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
１
階
西
側
に
は
２

歳
児
保
育
室
を
３
部
屋
設
け
ま
す
。
増
築
棟

２
階
中
央
付
近
に
３
歳
児
保
育
室
２
部
屋
、

４
歳
児
保
育
室
１
部
屋
を
配
置
し
ま
す
。
な

お
、
４
歳
児
室
１
部
屋
と
５
歳
児
室
２
部
屋

は
、
既
存
園
舎
２
階
の
保
育
室
を
再
活
用
し

ま
す
。

　

１
階
園
舎
南
側
の
河
岸
段
丘
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
軒
下
「
だ
ん
だ
ん
テ
ラ
ス
」
は
、
手
す

り
無
し
の
段
上
と
し
、
園
舎
と
屋
外
遊
戯
場

の
活
動
を
緩
や
か
に
繋
ぎ
ま
す
。
１
階
木
造

廊
下
「
も
く
も
く
ト
ン
ネ
ル
」
は
、
山
あ
い

の
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
な
曲
線
で
、
各
部
屋
の

移
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
で
き
ま
す
。
ま
た

２
階
に
は
ベ
ラ
ン
ダ
を
配
し
、
風
の
通
り
道

を
確
保
、効
率
的
な
換
気
を
可
能
と
し
ま
す
。

　

２
歳
児
か
ら
５
歳
児
を
中
心
に
、
身
体
的

活
動
を
展
開
す
る
２
階
吹
抜
け
を
要
す
る
遊

戯
室
を
１
階
中
央
部
に
整
備
し
ま
す
。
50
名

一
斉
に
利
用
し
た
場
合
で
も
、
密
集
を
避
け

た
使
用
が
可
能
と
な
る
、
広
い
遊
び
の
空
間

を
確
保
し
ま
す
。
ま
た
、
遊
戯
室
は
子
ど
も

た
ち
が
集
っ
て
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
と
し
て
も

活
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ひまわり保育園増築棟　園庭側（パース図❷）

玄
関
・
中
央
ホ
ー
ル

（
パ
ー
ス
図
❶
・
平
面
図
①
）

テ
ラ
ス
・
廊
下
・
ベ
ラ
ン
ダ

（
パ
ー
ス
図
❷
・
平
面
図
②
）

遊
戯
室
兼
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

（
平
面
図
④
）

❷テラス・廊下・ベランダ

保
育
室
（
平
面
図
③
）
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ひまわり保育園増築棟 （平面図）

④遊戯室兼
ランチルーム

② テラス

② ベランダ

② テラス

② 廊 下

★厨房エリアは保育エリアのすべて
のトイレと離し、衛生を確保

★配膳動線とトイレ動線との交差を
避け、衛生面に配慮

★お昼寝の際に子どもの
配置を足と頭を互い違
いとし、口元の間隔を
１ⅿ以上確保

★２～５歳児が活動の中で体を動か
す場所として使用し、各クラス単
位で使用した場合も、密集を避け
た利用が可能な広さを確保

厨房室

保育室

遊戯室

対 策
感染症

対 策
感染症

対 策
感染症

1 階

２階

★各保育室から廊下を通らずに
直接行き来できることで、感
染症の拡大防止に配慮

★外部に面することで、窓によ
る換気を確保

トイレ対 策
感染症

③
０歳児
保育室

③
1 歳児
保育室

①
中央ホール

⑤厨房室

③
４歳児
保育室

③
３歳児保育室

⑥医務室・
フリースペース ⑦事務室

③ 2 歳児保育室

② 廊 下
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9 広報 令和２年11月号

厨
房
室
（
平
面
図
⑤
）

事
務
室
（
平
面
図
⑦
）

　

厨
房
室
を
１
階
玄
関
脇
に
配
置
し
ま
す
。

厨
房
エ
リ
ア
は
各
保
育
エ
リ
ア
の
全
て
の
ト

イ
レ
入
口
と
隔
離
し
、
安
全
・
安
心
な
衛
生

環
境
を
担
保
し
ま
す
。
ま
た
、
厨
房
室
の
窓

は
ガ
ラ
ス
張
り
と
し
、
ラ
イ
ブ
キ
ッ
チ
ン
と

す
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
食
育
効
果
を
高

め
ま
す
。

　

職
員
（
保
育
士
）
事
務
室
を
１
階
玄
関
脇

に
隣
接
、
設
置
し
、
土
足
エ
リ
ア
に
視
認
性

の
高
い
カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
け
る
こ
と
で
、
保

護
者
や
来
客
等
の
対
応
に
あ
た
る
ほ
か
、
防

犯
性
も
高
め
ま
す
。

　

体
調
不
良
と
な
っ
た
園
児
を
養
生
し
、
隔

離
す
る
た
め
、
医
務
室
及
び
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
を
１
階
事
務
室
に
隣
接
し
ま
す
。
通
常
保

育
動
線
と
の
交
差
を
回
避
す
る
た
め
、
専
用

通
用
口
を
設
置
、
直
接
降
園
が
で
き
る
よ
う

に
配
慮
し
ま
す
。

　

今
日
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

を
は
じ
め
、
各
種
感
染
症
対
策
に
よ
り
一

層
配
慮
し
た
、
新
し
い
生
活
様
式
に
即
し

た
園
舎
と
す
る
た
め
、
利
便
性
を
考
慮
し

な
が
ら
も
、
園
児
た
ち
の
動
線
や
３
密
を

可
能
な
限
り
回
避
で
き
る
よ
う
な
広
い
空

間
を
確
保
し
、
病
原
菌
の
侵
入
や
感
染
症

拡
大
を
抑
制
し
ま
す
。

◎
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
０
・
１
歳
児
と
２
歳
児
か
ら
５
歳
児
の
活

動
エ
リ
ア
を
、
中
央
部
に
遊
戯
室
等
を
配

す
る
こ
と
で
分
離
、
感
染
症
拡
大
を
抑
止

し
ま
す
。

②
各
保
育
室
の
ト
イ
レ
は
、
部
屋
か
ら
廊

下
を
介
さ
ず
直
接
行
き
来
し
利
用
で
き

る
構
造
と
し
、
他
ク
ラ
ス
と
の
衛
生
動

線
を
分
離
す
る
こ
と
で
、
感
染
症
拡
大

防
止
を
図
り
ま
す
。

③
未
満
児
の
保
育
室
は
、
１
部
屋
12
人
か
ら

13
人
と
し
、
少
人
数
の
活
動
単
位
と
す
る

こ
と
で
、感
染
症
拡
大
防
止
に
努
め
ま
す
。

◎
除
湿
型
放
射
冷
暖
房
装
置
の
導
入

①
窓
を
開
け
て
換
気

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
は
じ
め
と
し
た

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
は
、「
換
気
」
を

積
極
的
に
行
う
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。
除
湿
型
放
射
冷
暖
房
装
置
は
、
連
続
運

転
と
放
射
の
効
果
に
よ
り
、
建
物
自
体
が
夏

場
は
冷
気
を
、
冬
場
は

暖
気
を
蓄
え
ら
れ
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
換

気
し
て
空
気
を
入
れ
替

え
て
も
室
内
温
度
を
あ

る
程
度
一
定
に
保
つ
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

②
空
気
を
か
き
混
ぜ
な
い

　

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
飛
沫
感
染
防
止
に
は
、

空
気
を
か
き
混
ぜ
な
い
環
境
づ
く
り
が
重
要

で
す
。
除
湿
型
放
射
冷
暖
房
装
置
は
、
一
般

的
な
冷
暖
房
空
調
設
備
の
よ
う
に
強
制
的
に

空
気
を
か
き
混
ぜ
ま
せ
ん
。
放
射
と
自
然
対

流
に
よ
り
、
風
や
乾
燥
感
の
な
い
、
自
然
な

涼
し
さ
・
暖
か
さ
の
提
供
が
可
能
で
、
風
が

起
こ
ら
ず
、
埃
や
ウ
イ
ル
ス
が
舞
う
こ
と
も

な
い
た
め
、
感
染
症
予
防
に
繋
が
り
ま
す
。

③
乾
燥
抑
制
と
湿
度
管
理

　

人
が
活
動
す
る
建
物
内
の
理
想
的
な
湿
度

は
40
～
60
％
で
す
。
湿
度
が
低
す
ぎ
る
と
、

空
気
中
に
浮
遊
す
る
埃
や
ウ
イ
ル
ス
が
多
く

な
り
ま
す
。
特
に
人
が
多
く
集
ま
る
保
育
園

な
ど
の
場
所
・
空
間
に
は
、
確
実
な
湿
度
管

理
が
必
要
で
す
。
除
湿
型
放
射
冷
暖
房
装
置

を
使
用
す
る
こ
と
で
、園
内
の
湿
度
を
高
め
、

冬
場
の
乾
燥
を
抑
制
し
ま
す
。
ま
た
気
流
感

が
な
い
の
で
、
埃
等
が
舞
わ
ず
、
清
浄
な
空

気
を
維
持
し
た
環
境
を
創
造
で
き
ま
す
。

医
務
室
・
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

（
平
面
図
⑥
）

安
全
・
安
心
な

　
　
居
場
所
の
確
保

 

～
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
等
～

　

除
湿
型
放
射
冷
暖
房
装
置
導
入
の
ほ
か
、

新
し
く
整
備
す
る
増
築
棟
は
、
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
設
備
・
地
中
熱
利
用
の

導
入
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ひ
ま
わ

り
保
育
園
は
町
防
災
計
画
の
指
定
避
難
所

に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
増
築

に
併
せ
て
非
常
用
発
電
装
置
の
設
置
な
ど
、

有
事
の
際
の
地
域
の
避
難
拠
点
と
し
て
の

機
能
拡
充
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と
避

難
所
機
能
拡
充
等
に
つ
い
て
は
、
広
報

つ
な
ん
12
月
20
日
号
で
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。

※
現
在
、
実
施
設
計
の
途
中
で
あ
り
、
内
容
に
つ
い

て
は
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

環
境
共
生
型
施
設
機
能

及
び
避
難
所
機
能
の
拡
充

■
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

子
育
て
教
育
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
８
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ニュー・グリーンピア津南
公式マスコットキャラ『つなん ぐりぐり』

ス
キ
ー

　
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

12
月
24
日　

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南　

ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
予
定
！

ス
キ
ー
に
は
こ
ん
な
効
能
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

❶
山
の
上
は
視
界
良
好
！

　

転
地
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
！

転
地
効
果
と
は
？

　

日
常
の
生
活
と
異
な
っ
た
環
境
で
自
然
の

刺
激
を
５
感
に
受
け
る
こ
と
で
、
脳
内
物
質

の
分
泌
や
呼
吸
器
系
統
、
消
化
器
官
な
ど
の

働
き
が
整
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
ホ
ル
モ
ン
バ

ラ
ン
ス
や
自
律
神
経
の
中
枢
に
作
用
し
、
ス

ト
レ
ス
解
消
や
病
気
療
養
に
も
プ
ラ
ス
と
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
、
津
南
高

原
は
視
界
良
好
。
白
銀

の
世
界
で
、
高
い
山
々

を
眺
め
な
が
ら
の
ス

キ
ー
は
格
別
で
す
ね
。

❷
楽
し
み
な
が
ら

　

下
半
身
を
鍛
え
ら
れ
ま
す
！

　

冬
の
津
南
は
雪
か
き
が
い
い
運
動
に
な
り

ま
す
ね
。
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
使
っ
て
上
半
身

は
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
も
っ
と
も
加
齢
に
よ
り
衰
え
や

す
い
足
の
筋
肉
は
意
識
し
な
い
と
鍛
え
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

そ
の
点
で
も
ス
キ
ー
は
有
効
な
健
康
法
で

す
。
楽
し
み
な
が
ら

運
動
で
き
る
。
ぜ
ひ

冬
場
の
運
動
不
足
解

消
に
ス
キ
ー
は
い
か

が
で
す
か
？

❸
体
を
左
右
対
称
に
使
う

　

数
少
な
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
！

　

ス
ポ
ー
ツ
は
体
を
非
対
称
的
に
使
う
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
左
右
対
称
に
使
う
ス

ポ
ー
ツ
は
ス
キ
ー
や
水
泳
が
あ
り
ま
す
。
ど

ち
ら
か
に
偏
る
こ
と
な
く
、
ま
ん
べ
ん
な
く

体
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

※ニュー・グリーンピア津南のスキー場は町が指定管理者制度により㈱津南高原開発を指定管理者として管理運
営をお願いしています。町では住民の健康づくりとスポーツ推進の場を提供するため、健康増進とスポーツの
発展・振興を進めていきます。



特集 元祖・スキー王国復活だ！

11 広報 令和２年11月号

※ニュー・グリーンピア津南スキー場では新型コロナウイルス感染症の拡大防止に努めるべく、ガイドラインを策
定しております。お客様並びに従業員の健康を第一に考え、お客様に安全なウインタースポーツライフをお楽し
みいただけるよう対策を講じて参ります。

https://new-greenpia.com

リフト乗車時は本券を係員に提示してください。

2021

１日券１日券

▶当日限り有効

有効時間／8：30〜17：00

大人 ・ シニア ・
 小人

町
民
・
町
在
勤
者（
家
族
含
む
）は

リ
フ
ト
１
日
券
が
な
ん
と

５
０
０
円
！

大
人
も
子
ど
も
も
何
度
で
も
！

　

リ
フ
ト
券
購
入
の
際
、
町
民
の
か
た
は
リ
フ
ト
券
売

所
に
て
運
転
免
許
証
、
保
険
証
、
学
生
証
等
の
住
所
が

わ
か
る
も
の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
在
勤
者

の
か
た
は
在
勤
証
明
書
（
様
式
は
任
意
）
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
家
族
の
か
た
と
同
伴
す
る
場
合
は
在
勤
者
が

証
明
す
る
世
帯
一
覧
表
（
様
式
は
任
意
）
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

※
新
潟
県
立
津
南
中
等
教
育
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒
も

同
額
と
し
ま
す
。

耳
よ
り
情
報 
そ
の
１

耳
よ
り
情
報 

そ
の
２

耳
よ
り
情
報 

そ
の
３

ス
キ
ー
や
ウ
ェ
ア
な
ど
の

レ
ン
タ
ル
用
品
も

割
引
料
金
で
利
用
で
き
る
よ
！

例
／
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
１
日

　
　
　
　

３
，６
０
０
円 

→ 

３
，２
０
０
円

　
（
レ
ン
タ
ル
コ
ー
ナ
ー
に
て
免
許
証
、
保
険
証
、
学
生

証
等
を
提
示
い
た
だ
き
ま
す
。）

※
新
潟
県
立
津
南
中
等
教
育
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒
も

同
額
と
し
ま
す
。

　

な
ん
と
い
っ
て
も
地
元
に
あ
る
ゲ
レ
ン

デ
な
の
で
、
天
気
が
い
い
日
を
選
ん
で
行

け
る
ね
。
ス
キ
ー
授
業
の
前
に
練
習
し
た

り
津
南
に
遊
び
に
来
た
友
達
と
一
緒
に
冬

の
レ
ジ
ャ
ー
に
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

は
い
か
が
？

　

リ
フ
ト
券
や
レ
ン
タ
ル
料
金
の
割
引
で

手
軽
に
行
け
る
ね
！

　

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
で

は
毎
日
、
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
を
上
げ

て
る
よ
！

　

電
話
で
予
約
す
れ
ば
、
泊
ま
ら
な

く
て
も
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
打
ち
上
げ

体
験
が
出
来
る
よ
！

３
月
31
日
ま
で

ス
キ
ー
場
を
利
用
し
よ
う
！

元
祖
・
ス
キ
ー
王
国
復
活
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

介
護
福
祉
士
・
社
会
福
祉
士

資
格
取
得
修
学
資
金
貸
付

令
和
３
年
４
月
採
用

津
南
町
職
員
募
集

12
月
の
無
料
法
律
相
談

新
潟
県
事
業
継
続
応
援
金

　

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護
福

祉
士
ま
た
は
社
会
福
祉
士
の
養
成
施
設
等
に

入
学
す
る
か
た
を
対
象
に
修
学
資
金
を
貸
し

付
け
、
進
学
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
養
成
施
設
等
を
卒
業
後
に
県

内
の
介
護
事
業
所
等
に
就
業
し
、
一
定
期
間

を
経
過
し
た
場
合
に
は
貸
付
金
の
返
還
が
免

除
と
な
り
ま
す
。
経
済
的
な
負
担
を
少
な
く

で
き
る
上
、
有
資
格
者
と
し
て
福
祉
・
介
護

分
野
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
新
規
貸
付
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
様
式
は
、
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

http://w
w

w
.fukushiniigata.or.jp/

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
支
援
課

　

介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
担
当

　

℡
０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
６
０
５

　

令
和
３
年
４
月
に
採
用
す
る
津
南
町
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

１
、
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　

土
木
技
師　

１
名
程
度

２
、
受
験
資
格

⑴
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

①
昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
、
専
門
学
校
、
大
学
等
の
土
木
の
専
門

課
程
を
履
修
し
た
者

②
昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
、
土
木
施
工
管
理
技
士
の
資
格
を
有
す

る
者
、
ま
た
は
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

に
同
資
格
取
得
見
込
み
の
者

⑵
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
受
験
で

き
ま
せ
ん

〇
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

〇
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行

が
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

〇
津
南
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を

受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過

し
な
い
者

〇
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、

日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た

政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た

は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

３
、
試
験
日
時
及
び
会
場

⑴
第
１
次
試
験

①
対
象
者　

土
木
技
師
の
受
験
申
込
者

②
期　

日　

令
和
３
年
１
月
24
日
㈰

③
試
験
場　

津
南
町
役
場

④
試
験
の
方
法

ア
．
地
方
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
知

識
及
び
知
能
に
つ
い
て
教
養
試
験
と
し
て

択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

イ
．
専
門
知
識
及
び
能
力
に
つ
い
て
択
一
式

筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

ウ
．
択
一
式
に
よ
る
事
務
適
性
検
査
を
行
い

ま
す
。

㊟
１
．
教
養
試
験
及
び
専
門
試
験
は
、
高
等

　

津
南
町
商
工
会
で
は
、
弁
護
士
に
よ
る
個

別
の
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は

予
約
制
で
す
。秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

津
南
町
商
工
会
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

12
月
11
日
㈮

　

午
前
10
時
～
正
午　

１
件
30
分
程
度

■
場
所

　

津
南
町
商
工
会

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
商
工
会

　

℡
７
６
５
‐
２
３
０
１

　

新
潟
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
伴
い
影
響
を
受
け
た
中
小
企

業
者
の
資
金
繰
り
を
支
援
す
る
た
め
、
県
制

度
融
資
を
活
用
し
た
３
年
間
の
実
質
無
利
子

や
保
証
料
ゼ
ロ
の
融
資
（「
新
潟
県
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
資
金
」）
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
県
制
度
融
資
を
借
り
入
れ
、
事
業
継

続
に
取
り
組
み
、
９
月
以
降
な
お
売
上
高
減

少
が
続
い
て
い
る
中
小
企
業
者
に
対
し
て
、

借
入
れ
４
年
目
分
の
利
子
相
当
額
を
応
援
金

と
し
て
支
給
す
る
こ
と
と
し
、
11
月
２
日
㈪

か
ら
、
支
給
に
係
る
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
新
潟
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

く
ら
し

募
　
集

相
　
談
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令
和
２
年
度

会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
登
録

水
中
運
動
教
室

ア
シ
ス
タ
ン
ト
募
集

　

町
が
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
を
行
う

場
合
は
、
事
前
に
登
録
の
申
し
込
み
を
さ
れ

た
か
た
の
中
か
ら
選
考
し
て
任
用
し
ま
す
。

　

年
度
途
中
で
あ
っ
て
も
随
時
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
か
た
は
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
職
種

①
事
務
職
（
一
般
事
務
補
助
）

②
技
術
職
（
保
育
士
、
看
護
師
）

■
任
用
の
期
間

〇
１
会
計
年
度
内
（
申
し
込
み
の
日
以
降
か

ら
令
和
３
年
３
月
31
日
）

〇
任
用
期
間
の
日
を
も
っ
て
解
職
と
な
り
ま

す
が
、再
度
任
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
任
用
登
録
の
手
続
き

　

会
計
年
度
任
用
職
員
任
用
登
録
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
総
務
課
総
務
班
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
総
務
課
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
勤
務
条
件
・
手
当
等

〇
勤
務
時
間
は
原
則
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）
で
職
種
等
に

よ
り
始
業
・
終
業
時
間
が
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

〇
町
の
規
定
に
基
づ
き
、
給
与
、
手
当
、
年

次
有
給
休
暇
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
休
暇

が
付
与
さ
れ
ま
す
。

〇
勤
務
時
間
等
の
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場

合
は
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
の
適
用
と
な

り
ま
す
。

■
そ
の
他

　

令
和
３
年
度
の
任
用
登
録
受
付
に
つ
い
て

は
、
12
月
20
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

学
校
卒
業
程
度
で
行
い
ま
す
。

　

２
．
教
養
試
験
及
び
専
門
試
験
の
科
目
別

の
出
題
分
野
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

〇
教
養
試
験

　

時
事
、
社
会
・
人
文
、
自
然
に
関
す
る
一

般
知
識
及
び
文
章
理
解
、
判
断
・
数
的
推
理
、

資
料
解
釈
に
関
す
る
能
力
を
問
う
問
題

〇
専
門
試
験

　

数
学
・
物
理
・
情
報
技
術
基
礎
、
土
木
基

礎
力
学
（
構
造
力
学
、
水
理
学
、
土
質
力
学
）

土
木
構
造
設
計
、
測
量
、
社
会
基
盤
工
学
及

び
土
木
施
工

⑤
合
格
発
表　

　

令
和
３
年
２
月
上
旬
に
決
定
し
、
受
験
者

全
員
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

⑵
第
２
次
試
験

①
対
象
者

　

土
木
技
師
の
第
１
次
試
験
合
格
者

②
期
日
等

　

令
和
３
年
２
月
中
旬
～
下
旬
に
津
南
町
役

場
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。
試
験
の
日
時
、

場
所
等
に
つ
い
て
は
、
決
定
次
第
対
象
者
に

通
知
し
ま
す
。

４
、
受
験
申
込
期
間
及
び
場
所

⑴
申
込
期
間

　

11
月
24
日
㈫
～
12
月
10
日
㈭

㊟
１
．
郵
送
の
場
合
は
、
12
月
10
日
必
着
分

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

２
．
持
参
の
場
合
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
た
だ
し
、

土
・
日
曜
日
及
び
祝
祭
日
を
除
く
）

受
け
付
け
ま
す
。

　

町
で
は
、
水
中
運
動
教
室
を
実
施
す
る
上

で
お
手
伝
い
い
た
だ
く
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
募

集
し
ま
す
。
主
に
お
手
伝
い
い
た
だ
く
内
容

は
、
教
室
中
の
参
加
者
の
見
守
り
や
補
助
、

教
室
の
準
備
や
後
片
付
け
な
ど
で
す
。

　

こ
の
教
室
は
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
を
会
場

に
行
っ
て
い
る
健
骨
体
操
と
水
中
運
動
を
組

み
合
わ
せ
た
教
室
で
、筋
力
の
低
下
を
防
ぎ
、

転
倒
や
寝
た
き
り
を
予
防
す
る
運
動
と
し
て

大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
と
と
も
に
ご
自
身
の
健
康
づ
く
り

と
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

週
１
回
か
ら
可
能
で
す
。
実
際
の
教
室
の

見
学
も
で
き
ま
す
。

■
募
集
要
件

・
対
象

　

男
女
問
わ
ず
町
内
在
住
の
20
～
60
代
の
か
た

・
申
込
み
締
切
り

　

12
月
10
日
㈭

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
ａ
ｐ

　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

⑵
申
込
場
所　

津
南
町
役
場　

総
務
課

５
、
受
験
手
続

⑴
申
込
書
の
請
求
先

　

津
南
町
役
場　

総
務
課
総
務
班

　

〒
９
４
９
‐
８
２
９
２

　

新
潟
県
中
魚
沼
郡
津
南
町
大
字
下
船
渡　

　

戊
５
８
５
番
地

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２
（
内
線
２
２
２
）

※
津
南
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
様
式
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

⑵
申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、
押
印

し
、
写
真
（
縦
４
㎝
、
横
３
㎝
）
１
枚
を
貼

り
、
他
に
２
枚
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２
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津
南
町
健
康
増
進
施
設

指
定
管
理
者
公
募

　

津
南
町
健
康
増
進
施
設
（
ク
ア
ハ
ウ
ス
津

南
・
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
津
南
）
は
、
平
成
28
年

度
か
ら
指
定
管
理
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
度
末
を
も
っ
て
指
定
期
間
の
満
了
と
な

る
た
め
、
新
た
に
指
定
管
理
者
を
募
集
い
た

し
ま
す
。

■
指
定
管
理
期
間

　

令
和
３
年
４
月
１
日
～

　

令
和
８
年
３
月
31
日
（
５
年
間
）

■
公
募
方
法

　

公
募
要
項
を
ご
確
認
の
上
、
指
定
の
申
込

用
紙
に
ご
記
入
い
た
だ
き
、
必
要
と
な
る
書

類
を
併
せ
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
公
募
要

項
及
び
指
定
の
申
込
書
は
、
福
祉
保
健
課
に

お
越
し
い
た
だ
く
か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

■
公
募
期
間

　

11
月
24
日
㈫
～
12
月
25
日
㈮

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

保
険
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

令和 3 年度
陸・海・空 自衛官候補生・
陸上自衛隊高等工科学校生徒の
募集について
自衛隊新潟地方協力本部から自衛官候補生、陸上自衛隊高等工科学校生徒募集のお知らせです。
インターネットからの応募も受け付けております。お気軽にお問い合わせください。

■自衛官候補生 募集要項

応募資格 日本国籍を有し、令和 3 年 4 月 1 日現在で 18 歳以上 33 歳未満の者

受付期間 令和 3 年 2 月 22 日㈪まで

試験日
【第 6 回採用試験】　令和 2 年 12 月 12 日㈯、13 日㈰
【第 7 回採用試験】　令和 3 年 2 月 6 日㈯、7 日㈰
【第 8 回採用試験】　令和 3 年 2 月 27 日㈯、28 日㈰

試験会場 陸上自衛隊高田駐屯地、陸上自衛隊新発田駐屯地

■陸上自衛隊高等工科学校生徒 募集要項

応募資格 日本国籍を有し、令和 3 年 4 月 1 日現在で 15 歳以上 17 歳未満の者
（平成 16 年 4 月 2 日から平成 18 年 4 月 1 日までの間に生まれた者）

受付期間 
推薦採用：令和 2 年 11 月 1 日㈰から令和 2 年 11 月 30 日㈪
一般採用：令和 2 年 11 月 1 日㈰から令和 3 年 1 月 6 日㈬

試験日
推薦採用：令和 3 年 1 月 10 日㈰、11 日㈪の指定する 1 日
一般採用：【1 次試験】　令和 3 年 1 月 23 日㈯
　　　　　【2 次試験】　令和 3 年 2 月 4 日㈭から 7 日㈰までの間の指定する 1 日

試験会場
推薦採用：陸上自衛隊高等工科学校
一般採用：【1 次試験】　長岡地方合同庁舎
　　　　　【2 次試験】　陸上自衛隊高田駐屯地、陸上自衛隊新発田駐屯地 

■お問い合わせ
　自衛隊長岡出張所　℡ 0258-33-0256
　総務課　総務班　　℡ 765-3112
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津
南
未
来
会
議

～
津
南
中
等
教
育
学
校
の
未
来
を
考
え
る
～

Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
室
だ
よ
り〈
続
報
〉

津南未来会議を行ったことにより

情報を共有して
課題を見える化した

　会議の後半は７つのグループに分かれ、ワールド
カフェを行いました。最後はそれぞれのグループか
ら出された意見を発表しました。
どの班からも、
・学校の魅力や実際についてのアピール不足
・学校、教育の改善・地域とのつながりについて
・卒業生とのつながりについて
・学校同士のつながりについて
課題がある事を全体で共有することができました。

といった意見がでました。

未来会議で出された提案について

・地域と学校を繋ぐ役割を担い、生徒の学びを
充実させ、地域に貢献できる学校をめざす
・通学に対する補助などをお願いしたい

教員や生徒から

・楽しかった。ときどき話題になる問題を取り上げてほしい。
・この会議をもっと町に浸透させるべき。町のひとにたくさ
ん知ってもらうべき。

津南未来会議について

地域住民から

・地域と学校との連携、広域から通ってもらえるような学校
の特色化
・学校と地域が連携する場づくり、情報発信のお手伝い

卒業生から

・もう少し在校生とのかかわりをもてたらいい
・夢の実現に合わせた「OB、OG」の人生の
見える化

・中等校と地域とのつながりを深める必要があり、その
ためにはつなぎ役としてのコーディネーターの存在が
不可欠という認識を共有できた
・要望書の提出や後援会の設置の動きについて共有できた
・卒業生としての意義や役割が確認できた
・情報共有を通して応援団を増やしていけることがわかった
・魅力があるのにもかかわらずアピール不足だというこ
とが分かった
・中高一貫校の必要性について地域内外にアピールできた

・専門部（農業・観光）などとともに専門部として定期的に会を持つべき　　・専門家を入れて議論してはどうか
・中等教育学校のＨＰに載せてはどうか　　・しっかりと進めていく組織を地域に作ってはどうか
・小学生の親がもっと参加してもらえるといい

今後「津南中等教育学校の未来を考える未来会議」の
継続についてや、進め方についてみなさんに聞いてみました

■お問い合わせ　津南町役場　観光地域づくり課　℡ 765-5454

町に対しての
要望書が提出されました

　津南中等教育学校のＰＴＡより町に対して９月
29 日に要望書が提出されました。
・魚沼管内や栄村との教育環境のあり方について
市町村間の連絡協議会の設置

・公共交通体系の検討や協議のために協議会の設
置や交通事業者との協議

・学校地域魅力化コーディネーターの設置
・中等前期生への学校給食の継続と後期生への拡
大の検討

の４点です。町としては今後これらの要望に対
して検討を行っていきます。津南未来会議と連
動する動きがありましたらこちらに掲載します。

幅広く意見交換
できてよかった

多くの人に
参加してもらう

ワールドカフェ
形式はよかった

もっと気楽なカフェ
感を出してほしい

動画配信
する

小学校の先生にも
聞いてほしい

ほかにも
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KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO
 KO

KU
HO
 K
OK
UH
O 
KO

KU
HO 

LETTER

国

だ
よ
り

交
通
事
故
な
ど(

第
三
者
行
為
）で

被
害
に
あ
っ
た
ら
た
だ
ち
に
届
け
出
を
！

他人の犬に噛まれた

スキー場で
ぶつかってけがをした

傷害事件に
巻き込まれた

交通事故にあった

ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

　

手
続
き
に
は
左
記
の
提
出
書
類
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

・
第
三
者
行
為
傷
病
届

・
事
故
発
生
状
況
報
告
書

・
同
意
書

・
交
通
事
故
証
明
書

　

ま
た
状
況
に
よ
っ
て
は
こ
ち
ら
か
ら
事
故

の
状
況
な
ど
の
確
認
の
お
電
話
を
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す

の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

保
険
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

た
だ
し
！
次
の
場
合
は

国
民
健
康
保
険
証
を
使
っ
て
の

受
診
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

・
勤
務
中
や
通
勤
途
中
で
の
事
故

 

（
労
災
の
対
象
）

・
不
法
行
為

 

（
飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転
）

・
示
談
を
済
ま
せ
て
し
ま
っ
た
と
き

こういった事故に遭
い、

けがをして病院に
かかったら！

　

届
け
出
が
さ
れ
な
い
と
、
本

来
、
事
故
に
よ
り
加
害
者
が
負

担
す
る
べ
き
治
療
分
も
、
被
害

者
と
加
入
し
て
い
る
国
民
健
康

保
険
で
、
支
出
す
る
こ
と
と
な

り
、
結
果
、
国
保
の
負
担
が
増

え
て
し
ま
い
ま
す
。
国
保
の
負

担
増
は
、
将
来
的
に
国
保
加
入

者
の
保
険
料
の
負
担
増
加
に
も

つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
第

三
者
行
為
が
あ
っ
た
際
に
は
、

必
ず
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
第
三
者
」
に
よ
る

け
が
の
場
合
は
必
ず
町
に

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
！

保
険
の
切
り
替
え
も

忘
れ
ず
に
！

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
ま
し
た
が
、
就
職
し
社
会
保

険
に
加
入
し
ま
し
た
。
切
り
替
え
の

手
続
は
自
動
的
に
さ
れ
ま
す
か
？

　

新
た
に
職
場
な
ど
の
健
康
保

険
に
加
入
し
た
場
合
、
切
り
替

え
の
手
続
は
自
動
的
に
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
14
日
以
内
に
国
保
担
当
窓
口

で
、
必
ず
国
民
健
康
保
険
の
離
脱
の

手
続
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
国
民
健
康
保
険
証

・
職
場
な
ど
の
新
し
い
健
康
保
険
証

　

も
し
く
は
加
入
日
等
分
か
る
書
類

・
印
か
ん
（
認
印
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

カ
ー
ド

問答
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11
月
は

　

児
童
虐
待
防
止

　
　
　

推
進
月
間

も
し
か
し
た
ら
Ｄ
Ｖ
？

　
　
　

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

～ 
抱
え
込
ま
ず
に
相
談
を 

～

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
生
活
不
安
や
ス
ト
レ
ス
の
増
加
を
背
景
に
、
全

国
で
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
で
あ
る
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

の
被
害
報
告
が
増
え
て
い
ま
す
。
決
し
て
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
専
門
の
窓
口
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、
殴
っ
た
り
蹴
っ
た
り
な
ど
の

身
体
的
な
暴
力
だ
け
で
な
く
、
人
格
を
否
定

す
る
よ
う
な
暴
言
や
交
友
関
係
に
関
わ
る
嫌

が
ら
せ
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

も
し
か
し
た
ら
、
自
覚
の
な
い
ま
ま
加
害

者
、
ま
た
は
被
害
者
に
な
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
女
性
に
対
す
る
も
の

だ
け
で
な
く
、
男
性
が
被
害
を
受
け
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
・
Ｄ
Ｖ
相
談
プ

ラ
ス
で
は
、
専
門
の
相
談
員
が
話
を
聴
い
た

う
え
で
、
専
門
の
支
援
機
関
に
つ
な
げ
る
な

ど
解
決
の
た
め
に
、
必
要
に
応
じ
て
次
の
よ

う
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

暴
力
な
ど
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
同
伴
し

た
子
ど
も
と
一
緒
に
一
時
保
護
施
設
な
ど
で

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
職
業
紹
介
や
職
業
訓
練
、
公
営
住

宅
、
生
活
保
護
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
い
、

自
立
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
前
で
配
偶
者
に
暴
力
を
ふ
る
っ

た
り
、
子
ど
も
に
悪
口
を
ふ
き
こ
む
な
ど
、

子
ど
も
を
巻
き
込
む
暴
力
は
虐
待
に
あ
た
り

ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
実
際
に
暴
力
を
受
け
た
被
害
者
だ

け
で
な
く
、
行
為
を
目
に
す
る
子
ど
も
に
対

し
て
も
、
大
き
な
不
安
感
や
恐
怖
心
を
与
え

ま
す
。

　

児
童
虐
待
防
止
法
で
は
、
こ
の
よ
う
な
経

験
が
将
来
に
わ
た
っ
て
子
ど
も
に
与
え
る
影

響
は
計
り
知
れ
な
い
と
し
て『
心
理
的
虐
待
』

と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
福
祉
保
健
課
の
保

健
師
が
専
門
機
関
と
連
携
し
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
被
害
を
受
け
て
い
る
人
や
子
ど
も

へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
、
家
庭

内
の
問
題
と
留
め
ず
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

⑴
身
体
的
暴
行
の
例

　

◆
殴
る
、
蹴
る
、
首
を
絞
め
る

　

◆
髪
の
毛
を
引
っ
張
る

　

◆
物
を
投
げ
つ
け
る

　

◆
熱
湯
を
か
け
る

⑵
心
理
的
攻
撃
の
例

　

◆
大
声
で
怒
鳴
る

　

◆
人
格
を
否
定
す
る
発
言
を
す
る

　

◆
長
時
間
の
無
視
を
続
け
る

　

◆
交
友
関
係
や
メ
ー
ル
・
電
話
を

　
　

監
視
す
る

⑶
経
済
的
圧
迫
の
例

　

◆
生
活
費
を
渡
さ
な
い

　

◆
借
金
を
強
要
す
る

　

◆
お
金
を
借
り
た
ま
ま
返
さ
な
い

　

◆
無
理
や
り
物
を
買
わ
せ
る

⑷
性
的
強
要
の
例

　

◆
性
的
な
行
為
を
強
要
す
る

　

◆
避
妊
に
協
力
し
な
い

　

◆
中
絶
を
強
要
す
る

１
．Ｄ
Ｖ
と
は
？

２
．Ｄ
Ｖ
の
内
容

３
．相
談
の
窓
口

４
．子
ど
も
の
前
で
の

　

 

Ｄ
Ｖ
は『
児
童
虐
待
』に

【DV相談ナビダイヤル】

　♯8
は

0
れ

0
れ

8
ば

【ＤＶ相談プラス】
●電話相談：24 時間受付

　0120－2
つ

7
な

9
ぐ

－8
は

8
や

9
く

●メール相談：24 時間受付
　https://form.soudanplus.jp/mail
※メール相談は英語、中国語、韓国語、スペイン語など全 10 か国語に対応

今月は
星名由紀子
保健師
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令
和
元
年
東
日
本
台
風
か
ら
１
年

防
災
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

　

未
曾
有
の
洪
水
と
な
っ
た
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
か
ら
１
年
。
津
南
町
で
現
在
行
わ
れ
て

い
る
地
域
や
団
体
、
町
の
防
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

津
南
町
総
務
課　

宮
澤
圭
太
（
防
災
士
）

　
『
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
』

　
　
　
　
　
　
　

作
成
支
援
事
業

　
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
と
は
、
水
害

や
土
砂
災
害
に
備
え
て
、
前
も
っ
て
自
分
の

と
る
べ
き
行
動
を
整
理
し
、
時
間
軸
に
ま
と

め
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
防
災
行
動
計
画
で
す
。

　

津
南
中
学
校
で
は
、
１
年
生
が
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
、
自
分
た
ち
が
住
む
地

域
の
災
害
リ
ス
ク
を
確
認
し
、
自
分
た
ち
の

世
帯
状
況
に

応
じ
、「
い

つ
」「
ど
こ

へ
」
避
難
す

れ
ば
い
い
か

学
習
し
、
マ

イ
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ゆ
う
ゆ
避
難
訓
練

　

本
町
で
唯
一
、
浸
水
想
定
区
域
内
に
位
置

す
る
介
護
福
祉
施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ゆ

う
ゆ
で
は
、
東
日
本
台
風
の
教
訓
か
ら
、
施

設
職
員
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
押
付
集
落
、

津
南
町
消
防
団
と
共
同
で
洪
水
対
応
避
難
訓

練
を
実
施
し
ま

し
た
。
訓
練
以

外
に
も
学
習
会

を
開
催
す
る
な

ど
、
洪
水
に
対

す
る
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い

ま
す
。

　

外
丸
本
村
集
落
自
主
防
災
訓
練

　

外
丸
本
村
集
落
で
は
毎
年
自
主
防
災
訓
練

を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
の
秋
に
13
回
目
を

む
か
え
ま
し
た
。「
黄
色
の
旗
」
の
愛
称
で

地
域
に
浸
透
す
る
、
集
落
独
自
の
安
否
確
認

の
訓
練
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
踏
ま
え
た
避
難
方
法
の
確
認
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
は
笹
沢
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
　
　
　

対
応
避
難
所
開
設
訓
練

　

近
年
自
然
災
害
が
頻
発
、
激
甚
化
し
、
避

難
所
開
設
の
機
会
が
増
加
す
る
な
か
、
感
染

症
対
策
を
踏
ま
え
た
避
難
所
開
設
訓
練
を
町

担
当
職
員
が
実
施
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
東
日
本
台
風
で
の
避
難
所
開
設
経
験

か
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
し
、
三
密
を

回
避
す
る
避
難
所
用
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
体

へ
の
負
担
を

軽
減
し
飛
沫

感
染
を
防
止

す
る
簡
易

ベ
ッ
ト
を
購

入
し
、
備
蓄

し
て
い
ま
す
。

　

町
指
定
避
難
所
の

　
　
　

開
設
・
運
営
に
係
る
講
演
会

　

避
難
所
へ
の
避
難
経
験
が
な
い
集
落
も

多
い
な
か
、
避
難
所
の
目
的
や
、
運
営
方

法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
、
公
益

社
団
法
人
中
越
防
災
安
全
推
進
機
構
様
を

講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
講
演
会
に
は
56
集
落
88
名
の

か
た
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
後
、
東
日
本

台
風
で
顕
著
と
な
っ
た
指
定
避
難
所
の
課

題
を
集
落
と
行
政
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

通
じ
解
決
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
町
で
は
津
南
町
防
災
計
画

の
見
直
し
や
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
定

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
そ
れ
ぞ
れ
が

連
携
し
て
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
自

然
災
害
に
対
し
、
備
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▲ハザードマップで自宅と避難場所を確認。

▲入居者、職員が避難方法を確認。

▲老若男女、幅広い世代が大勢参加した訓練。
　今年で 13 回目を迎え、地域に浸透しています。

▲パーテーションの組立てや受付方法
を確認しました。

▲「行政、施設管理者、住民が連携して、避難所運営
に取り組むことが重要」とご講演いただきました。

所
属
す
る
小
学

生
か
ら
ご
高
齢

の
か
た
ま
で
幅

広
く
、「
自
分

た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守

る
」
共
助
体
制

が
構
築
さ
れ
て

い
ま
す
。
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「
移
住
は
嫁
ぐ
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　

似
て
い
る
！？
」

　

は
い
こ
ん
ち
ょ
！
中
津
地
区
担
当
の
照

井
麻
美
で
す
。ず
い
ぶ
ん
寒
く
な
り
ま
し
た

ね
！
皆
さ
ん
は
体
調
崩
し
て
お
り
ま
せ
ん

か
？
千
葉
県
育
ち
の
私
に
は
も
う
冬
が
来

た
！
と
い
う
く
ら
い
寒
く
な
る
の
を
と
て
も

速
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、近
頃
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で「
移
住
希
望

者
が
増
え
た
」な
ん
て
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し

ま
せ
ん
か
？
私
も
移
住
者
の
一
人
と
し
て

気
に
な
る
言
葉
で
は
あ
り
ま
す
。

　

先
月
は
町
主
催
の
移
住
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
が
、参
加
者
の
か
た
が
た

を
見
る
と
一
様
に
硬
い
表
情
…
、外
か
ら
来

る
人
に
不
安
を
感
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

私
た
ち
移
住
者
も
一
念
発
起
し
て
引
っ
越

し
て
く
る
の
で
不
安
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

た
だ
、最
近
旧
中
津
保
育
園
に
来
て
く

れ
る
マ
マ
さ
ん
た
ち
や
近
く
の
婦
人
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
お
母
さ
ん
た
ち

と
話
す
と
同
じ
気
持
ち
の
人
が
い
っ
ぱ
い
い

る
ん
だ
！
と
思
い
ま
し
た
。

　

雪
の
心
配
や
田
舎
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、文
化
・
習
慣
の
違
い
な
ど
様
々
な

こ
と
に
驚
き
、戸
惑
い
な
が
ら
も
日
々
生

活
し
て
き
た
と
い
う
話
を
聞
く
と
私
は
結

婚
当
時
を
思
い
出
し
、と
て
も
共
感
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
も
他
の

土
地
、隣
村
か
ら
嫁
い
だ
時
不
安
じ
ゃ
な

か
っ
た
で
す
か
？
で
も
お
嫁
さ
ん
が
来
る
っ

て
嬉
し
い
事
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
す
か
？

　

私
は
同
じ
部
落
で
誰
か
が
結
婚
し
た
と

か
、引
っ
越
し
て
き
た
と
な
る
と
自
分
の
家

族
が
増
え
た
よ
う
で
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

　

来
る
人
も
迎
え
る
人
も
お
互
い
ど
ん
な

人
な
の
か
不
安
い
っ
ぱ
い
、で
も
家
族
が
増

え
る
と
思
え
ば
心
持
も
少
し
は
楽
に
な
り

ま
せ
ん
か
。

　

ぜ
ひ
、こ
れ
か
ら
津
南
町
に
観
光
だ
っ
た

り
、移
住
だ
っ
た
り
、故
郷
に
帰
っ
て
く
る

若
者
が
い
た
ら
私
た
ち
の
よ
う
に
温
か
く

迎
え
て
く
だ
さ
い
。ち
な
み
に
方
言
の
話

題
は
盛
り
上
が
る
の
で
オ
ス
ス
メ
で
す
よ
！

（
笑
）あ
ち
ゃ
ね
～
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

農
業
の

知
識

豆

■お問い合わせ　中魚沼NOSAIセンター　℡：752-2264　または　農林振興課農林班　℡：765-3115

　

収
入
保
険
は
、
自
然
災
害
や
価
格
低

下
だ
け
で
な
く
農
業
者
の
経
営
努
力
で

は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減
少
も
補
償
の

対
象
で
す
。

①
加
入
で
き
る
か
た

　

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
（
個

人
・
法
人
）
で
す
。

※
収
入
保
険
と
、
農
業
共
済
、
ナ
ラ
シ
対
策
、
野
菜

価
格
安
定
制
度
な
ど
の
類
似
制
度
は
、
ど
ち
ら
か

を
選
択
し
て
加
入
し
ま
す
。

②
保
険
期
間

　

個
人
：
１
月
～
12
月（
申
請
締
切
12
月
ま
で
）

　

法
人
：
事
業
年
度
の
１
年
間

※
税
の
収
入
算
定
期
間
と
同
じ
で
す
。

③
補
償
内
容

　

保
険
期
間
の
収
入
（
農
産
物
の
販
売
収
入
）

が
、
基
準
収
入
の
９
割
を
下
回
っ
た
と
き

に
、
下
回
っ
た
額
の
９
割
を
上
限
に
補
て

ん
し
ま
す
。

※
肉
用
牛
、肉
用
子
牛
、肉
豚
、鶏
卵
は
対
象
外
で
す
。

④
収
入
保
険
の
補
て
ん
方
式

　

保
険
形
式
（
掛
捨
て
）
と
積
立
方
式
（
掛

捨
て
で
は
な
い
）の
組
み
合
わ
せ
が
で
き
ま
す
。

　

基
本
の
タ
イ
プ
で
は
、
例
え
ば
、
基
準

収
入
１
，
０
０
０
万
円
の
場
合
、
保
険
方

式
の
保
険
料
７
・
８
万
円
、
積
立
方
式
の

積
立
金
22
・
５
万
円
、
付
加
保
険
料
２
・

２
万
円
で
、
最
大
８
１
０
万
円
の
補
て
ん

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
期
間
の
収
入
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
と

き
は
、
８
１
０
万
円
（
積
立
金
90
万
円
、
保

険
金
７
２
０
万
円
）
の
補
て
ん
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
保
険
料
に
は
50
％
、
積
立
金
に
は
75
％
、
付
加
保
険

料
に
は
50
％
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。
積
立
金
は

補
て
ん
に
使
わ
れ
な
け
れ
ば
翌
年
に
持
ち
越
し
ま
す
。

※
保
険
料
、積
立
金
は
分
割
払
が
で
き
ま
す
。（
最
大
９
回
）

※
保
険
料
の
安
い
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
。

収
入
保
険
の
加
入
に
つ
い
て

～
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

　
　

リ
ス
ク
か
ら
農
業
経
営
を
守
り
ま
す
～㊟５年以上の青色申告実績が

あるかたの場合
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『「自己肯定感低めの人」のための本』
	 ………………………………………………………………………………………アスコム
●『夫を変える！魔法の言い方』	………自

じ

由
ゆう

国
こく

民
みん

社
しゃ

●『症状で見分ける家庭医学事典』	…………… 文
ぶん

響
きょう

社
しゃ

●『自重をなめんなよ！パンパンにパンプする究極の
へやトレ』	 ………………………ベースボールマガジン社

●『始まりの木』	……………………………………………………夏
なつ

川
かわ

草
そう

介
すけ

●『デリバリールーム』	 …………………………………西
にし

尾
お

維
い

新
しん

●『谷
や

根
ね

千
せん

ミステリ散歩』	 ……………………………東
ひがし

川
がわ

篤
とく

哉
や

●『この気持ちもいつか忘れる』	……………住
すみ

野
の

よる
【子どもの本】 
●『動物たちが教えてくれる海の中のくらし』
	 …………………………………………………………………………………福

ふく

音
いん

館
かん

書
しょ

店
てん

●『マンガで覚える図解おこづかいの基本』
	 …………………………………………………………………………………つちや書店
●『おとうさんのかお』	 …………………………………岩

いわ

瀬
せ

成
じょう

子
こ

●『色どろぼうをさがして』
	 ………………………………………エヴァ・ジョゼフコヴィッチ

【絵本】 
●『ねぎぼうずのあさたろう その11』
	 ………………………………………………………………………………………飯

いい

野
の

和
かず

好
よし

●『なぞなぞのにわ』	……………………………………石
いし

津
づ

ちひろ
●『サンタさん』	……………………………………………………長

なが

尾
お

玲
れい

子
こ

●『どすこーい』	 ………………………………………………山
やま

岡
おか

ひかる

　

さ
て
、す
っ
か
り
寒
く
な
っ
て
き
て

暖
房
が
必
須
と
な
り
ま
し
た
が
、「
今
月

の
一
冊
」で
は
ア
イ
ス
関
係
の
本
を
紹

介
し
て
い
ま
す（
笑
）。

　

し
か
し
実
は
暖
房
技
術
が
進
ん
だ
昨

今
で
は
、冬
で
も
ア
イ
ス
は
か
な
り
売

れ
て
い
る
の
だ
と
か
。雑
誌
な
ど
で「
こ

た
つ
で
食
べ
た
い
ア
イ
ス
特
集
」な
ん

て
い
う
記
事
も
よ
く
見
ま
す
。こ
た
つ

で
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
こ
の
本
を
読
ん

で
、そ
の
後
み
ん
な
で
の
ん
び
り
ア
イ

ス
を
食
べ
る
、な
ん
て
時
間
の
過
ご
し

方
も
素
敵
で
す
ね
。

・・・ひ
ま
わ
り
号
は
冬
も
走
っ
て
い
ま
す・・・

　

保
育
園
・
小
学
校
・
各
集
落
な
ど
を
巡

回
し
て
い
る「
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り

号
」は
今
月
か
ら
冬
タ
イ
ヤ
に
変
わ
り

ま
し
た
。

　

た
と
え
雪
が
た
く
さ
ん
積
も
っ
て
も
、

し
っ
か
り
と
皆
さ
ん
に
本
を
届
け
に
行
き

ま
す
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　

ひ
ま
わ
り
号
の
巡
回
先
・
日
時
な
ど

を
知
り
た
い
か
た
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、公
民
館
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
・
・
お
出
か
け
し
づ
ら
い
今
だ
か
ら
こ
そ

　

図
書
の
貸
出
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
・
・
・

　

図
書
室
で
は
毎
朝
消
毒
を
行
い
、日
中

は
随
時
換
気
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

勉
強
机
は
個
人
単
位
で
仕
切
る
な
ど
の

感
染
対
策
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

感
染
が
心
配
で
な
か
な
か
遠
く
に
出

か
け
ら
れ
な
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、図
書

の
貸
出
が
お
勧
め
で
す
。

　

閉へ
い

架か

書し
ょ

庫こ

も
含
め
る
と
図
書
室
に
は

３
万
冊
以
上
の
図
書
が
そ
ろ
っ
て
い
る

ほ
か
、毎
月
50
冊
以
上
の
新
刊
も
購
入

し
て
い
ま
す
。

　

人
気
の
小
説
シ
リ
ー
ズ
や
子
ど
も
た

ち
に
人
気
の
絵
本
、今
話
題
の
本
な
ど
も

（
予
算
の
許
す
限
り
）ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

貸
出
を
受
け
る
た
め
の
利
用
者
カ
ー

ド
は
０
歳
か
ら
無
料
で
作
成
で
き
ま
す

の
で
、ま
だ
来
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
か

た
も
、お
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

・・・年
末
年
始
は
返
却
期
限
が
変
わ
り
ま
す・・・

　

12
月
28
日
㈪
～
１
月
３
日
㈰
は
、公

民
館
と
図
書
室
が
お
休
み
に
な
り
ま
す
。

　

図
書
の
貸
出
期
間
は
本
来
２
週
間
で

す
が
、休
館
日
の
２
週
間
前
に
貸
出
す

る
図
書
に
つ
い
て
は
、返
却
期
限
日
を

休
み
明
け
の
１
月
４
日
㈪
に
延
長
し
て

お
渡
し
し
ま
す
。

　
・
・
・
図
書
室
の
基
本
情
報
・
・
・

※
図
書
室
を
利
用
の
際
は
、「
マ
ス
ク
着
用
」、「
手

洗
い
う
が
い
」、「
長
時
間
利
用
の
回
避
」を
配

慮
い
た
だ
く
と
と
も
に
、入
口
の「
入
室
者
記

入
用
紙
」を
記
入
の
上
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
休
館
日　

11
月
30
日
㈪
、

　
　
　
　
　

12
月
28
日
㈪
～
１
月
３
日
㈰

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
本
の
予
約

が
行
え
ま
す
。町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
の

「
公
民
館
図
書
室
」の
ペ
ー
ジ
か
ら
専
用

サ
イ
ト
に
お
進
み
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
に
は
パ
ス

ワ
ー
ド
設
定
が
必
要
で
す
。未
設
定
の

か
た
は
図
書
室
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

『ガリガリ君ができるまで』

　約 40年もの間、子どもたちに愛され続けるア
イス「ガリガリ君」が、どのように作られていく
のかをドキュメント小説形式で紹介しています。
全ての漢字にフリガナがあるため、小学生から
楽しめます。

岩
いわ

貞
さだ

るみこ　講
こう

談
だん

社
しゃ

広報ライブラリー
今月の１冊

11月 −霜
し も

月
つ き

−

11月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

砂
丘

テ
レ
ビ
か
ら
昭し

ょ
う

和わ

の
歌う

た

が
懐な

つ

か
し
く

口く
ち

動う
ご

き
出だ

し
時じ

間か
ん

が
戻も

ど

る	

北
村
ま
さ
子

大だ
い

好す

き
な
甘さ

つ
ま

藷い
も

食た

べ
喉の

ど

詰つ

ま
ら
せ

ゆ
っ
く
り
飲の

み
込こ

み
事こ

と

無な

き
を
得え

る	

小
島
香
代
子

遠と
お

き
山や

ま

の
頂い

た
だ
き

白し
ろ

く
見み

え
る
日ひ

に

子こ

ら
半は

ん

袖そ
で

で
歯は

を
見み

せ
遊あ

そ

ぶ	

江
村
大
輔

留る

守す

中ち
ゅ
う

に
君き

み

が
持も

ち
く
れ
し
ポ
ポ
ー
の
実み

は

甘あ
ま

き
香か

放は
な

ち
わ
が
帰か

え

り
待ま

つ	
石
橋
寿
子

遠と
お

き
山や

ま

初は
つ

冠か
ん

雪せ
つ

に
西に

し

日び

射さ

し

オ
レ
ン
ジ
色い

ろ

に
浮う

き
上あ

が
り
見み

ゆ	

津
端
恵
子

学が
っ

校こ
う

の
グ
ラ
ン
ド
に
立た

つ
低ひ

く

き
虹に

じ

時し
ぐ

雨れ

の
中な

か

に
消き

え
て
は
生あ

る
る	

貝
澤
圭
子

昇の
ぼ

り
来く

る
十じ

ゅ
う

五ご

夜や

の
月つ

き

の
明あ

か

る
さ
に

夜よ

空ぞ
ら

の
星ほ

し

は
し
だ
い
に
消き

え
ゆ
く	

関
谷
郁
子

短た
ん

パ
ン
よ
り
伸の

び
た
る
足あ

し

の
引ひ

き
締し

ま
り

確た
し

か
な
リ
ズ
ム
に
我わ

れ

を
越こ

し
ゆ
く	

恩
田
久
美
子

寝し
ん

室し
つ

の
義は

母は

よ
り
見み

え
る
池い

け

の
端は

に

植う

え
し
セ
ー
ジ
の
紫む

ら
さ
き

に
咲さ

く	

丸
山
直
子

床ゆ
か

を
蹴け

り
踊お

ど

る
イ
ン
ド
の
「
雨う

季き

」
の
詩う

た

足あ
し

音お
と

軽か
る

く
雨あ

め

の
音お

と

せ
り
（
文
化
セ
ン
タ
ー
イ
ン
ド
古
典
舞
踊
）

	

小
野
寺
恒
代

（
広
報
十
月
号
訂
正
）

コ
ロ
ナ
禍か

に
静し

ず

も
る
町ま

ち

に
目め

覚ざ

め
よ
と

花は
な

火び

の
音お

と

と
光ひ

か
り

胸む
ね

打う

つ

（
新
型
コ
ロ
ナ
終
息
祈
願
花
火
大
会
、
矢
放
神
社
祭
礼
）	

島
田
眞
之

岩
す
げ
俳
句
会
（
十
月
）

千せ
ん

年ね
ん

の
欅け

や
き

に
万ま

ん

の
落お

ち

葉ば

敷し

く	

千
年
雄

障し
ょ
う

子じ

張は

る
妻つ

ま

の
手て

下し
た

と
な
る
も
良よ

し	

渡　

舟

秋あ
き

の
夜よ

や
ル
ー
ペ
に
浮う

か
す
わ
が
手て

相さ
う	

房　

良

鰯い
わ
し

雲ぐ
も

二じ

男な
ん

は
海か

い

外が
い

赴ふ

任に
ん

せ
り	

芳　

司

出で

入い

り
な
き
郵ゆ

う

便び
ん

局き
ょ
く

や
花は

な

カ
ン
ナ	

壽　

子

秋あ
き

彼ひ

岸が
ん

日ひ

の
出で

に
合あ

は
せ
墓は

か

拝を
が

む	

れ
い
子

営い
と
な

み
の
脆も

ろ

さ
危あ

や

ふ
さ
台た

い

風ふ
う

禍く
わ	

美　

恵

倒た
う

伏ふ
く

の
稲い

ね

刈か

る
人ひ

と

や
異い

国こ
く

人び
と	

緑　

こ
お
ろ
ぎ
の
足あ

し

落お

と
し
け
り
草く

さ

の
家い

え	

守　

人

認に
ん

知ち

か
も
曜ゑ

う

日び

忘わ
す

れ
て
秋あ

き

さ
び
し	

フ
ミ
子

山さ
ん

中ち
ゅ
う

を
濃の

う

淡た
ん

に
し
て
秋あ

き

し
ぐ
れ	

冬
詩
子

入に
ゅ
う

浴よ
く

や
呼よ

び
合あ

ふ
ご
と
く
ち
ち
ろ
虫む

し	

妙　

風ふ
う

鈴り
ん

を
軒の

き

端ば

に
吊つ

る

し
音お

と

を
待ま

つ

三さ
ん

十じ
ゅ
う

二に

度ど

の
蒸む

し
暑あ

つ

き
部へ

屋や	

高
橋
春
枝

上じ
ょ
う

流り
ゅ
う

で
豪ご

う

雨う

の
あ
り
し
信し

な

濃の

川が
わ

濁だ
く

流り
ゅ
う

と
な
る
を
高た

か

台だ
い

で
眺な

が

む	

内
山
キ
ク

は
ぐ
れ
し
か
白は

く

鳥ち
ょ
う

一い
ち

羽わ

池い
け

に
をお

り

飛と

び
立た

つ
迄ま

で

を
見み

て
ゐい

る
夕ゆ

う

暮ぐ

れ
（
中
子
の
池
）

	

麻
績
初
恵

酔よ

ひい

し
れ
し
君き

み

が
残の

こ

せ
る
一ひ

と

言こ
と

の

告こ
く

白は
く

の
瞬し

ゅ
ん

間か
ん

恋こ
い

史し

始は
じ

ま
る	

滝
沢
勝
枝

風ふ

呂ろ

好ず

き
の
夫つ

ま

と
は
言い

え
ど
長な

が

す
ぎ
る

細ほ
そ

く
戸と

を
あ
け
様よ

う

子す

を
さ
ぐ
る	

風
巻
京
子

得う

る
は
ま
た
喪う

し
な

ふう

こ
と
の
謂い

い

な
る
か

雨あ
め

ご
と
に
冴さ

ゆ
庭に

わ

の
満ど

天う

星だ
ん	

鈴
木
綾
子

つ
と
枝え

だ

を
離は

な

れ
た
る
葉は

の
ひ
と
ひ
ら
が

舗ほ

装そ
う

路ろ

に
落お

つ
か
そ
け
き
音お

と

し
て	

萩
原
光
之

長
生
学
園

読よ

み
終を

へ
し
上じ

ょ
う

下げ

二に

冊さ
つ

の
親し

ん

鸞ら
ん

は

時と
き

に
念ね

ん

仏ぶ
つ

唱と
な

へ
た
り
し
て	
中
村
武
子

い
ま
暫し

ば
ら

く
と
つ
て
お
き
た
し
わ
が
里さ

と

と

連つ
ら

な
る
山や

ま

を
彩い

ろ
ど

る
紅こ

う

葉よ
う	

島
田
眞
之

短 歌

俳 句
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津
南
病
院
で
は
、
8
月
17
日
か
ら「
発
熱

外
来
」を
再
開
し
て
い
ま
す
。

　
入
院
患
者
さ
ん
や
外
来
受
診
の
か
た
の
中

に
は
、高
齢
で
慢
性
疾
患
を
抱
え
た
か
た
が

多
く
い
ま
す
。院
内
に
感
染
症
を
持
ち
込
ま

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、発
熱
外
来
で
は
発

熱
者
や
風
邪
症
状
の
あ
る
か
た
の
診
察
室
を

別
に
設
け
、時
間
や
空
間
を
分
け
た
対
応
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
津
南
病
院
で
外
来
を
受
診
す
る
際
は
、次

の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
発
熱
や
風
邪
症
状
の
あ
る
か
た
は
受
診
前

に
お
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
呼
吸
器

症
状
が
強
い
か
た
や
高
熱
が
あ
る
か
た
は

早
め
の
診
察
を
ご
案
内
し
ま
す
。
そ
の
他

の
か
た
は
午
後
の
発
熱
外
来
を
ご
案
内
し

ま
す
。

・
夜
間
・
休
日
は
緊
急
対
応
と
な
り
ま
す
の

で
、
軽
症
の
か
た
は
平
日
診
察
時
間
内
に

受
診
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
住
民
の
か
た
が
安
心
し
て
受
診
で
き
る

体
制
づ
く
り
の
た
め
、ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

＜実施された行事＞
〔10月〕
	 20日	 令和３年度建策要望事項検討会
	 	 （総文福祉常任委員会）
	 20日	 Tapとの懇談会
	 	（総文福祉常任委員会）
	 23日	 令和３年度建策要望事項検討会
	 	 （産業建設常任委員会）
	 26日	 湯沢町議会視察来町
	 27日	 福島県北塩原村議会視察来町
	 30日	 全議員研修会（新潟市）
〔11月〕
	 6日	 全員協議会

	 9日	 県町村自治に関する研修会
	 	（新潟市）
	 9日	 町村長と町村議長との意見
	 	 交換会（新潟市）
	 13日	 令和３年度建策要望申入れ
＜今後予定されている行事＞
〔11月〕
	 25日	 一般質問〆切日（午後３時）
	 30日	 令和３年度建策要望回答会
〔12月〕
	 2日	 議会運営委員会
	 2日	 全員協議会
	 9日	 第４回定例会開会

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり100日運動

	6500日	中村チエ子（堂平）
	5500日	高橋美佐子（見玉）
	3600日	和久井かつ子（大割野）
	2900日	大倉敏雄（小下里）
	2800日	若井栄一（穴山）
	2400日	大倉マツ（小下里）
	2100日	板場喜恵子（辰ノ口）
	1300日	桑原久美子（秋成）
	1000日	滝沢フミ子（外丸）
	 700日	石沢由美子（十二ノ木）
	 500日	桑原理恵（貝坂）
	 200日	滝沢テル子（赤沢）
主な運動：テレビ体操、ラジオ体操、ウォーキング、
　　　　	スクワット、健骨体操	他

病
院
歳
時
記

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
納
付

免
除
・
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。
全

額
納
付
し
た
場
合
に
比
べ
、
将
来
受

け
取
れ
る
年
金
額
が
減
り
ま
す
が
、

同
じ
期
間
未
納
だ
っ
た
場
合
と
は
、

年
金
額
や
受
給
資
格
の
審
査
な
ど
で

大
き
な
差
が
発
生
し
ま
す
。

免
除
申
請
で
き
る
期
間
は
、

未
来
…
申
請
の
翌
年
６
月
ま
で

過
去
…
申
請
の
２
年
１
か
月
前
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不

慮
の
事
態
が
起
き
ま
す
と
、
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
失
業
等
に
よ
っ
て
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ

た
も
の
の
、
免
除
申
請
を
忘
れ
て

い
た
か
た
や
未
納
期
間
の
あ
る
か

た
は
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働

省
と
協
力
し
て
、
毎
年
11
月
を
「
ね

ん
き
ん
月
間
」
と
位
置
付
け
、
公
的

年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
の
普
及
・
啓
発
活
動

を
行
い
ま
す
。主
な
活
動
と
し
て
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

■
年
金
相
談
の
窓
口
と
し
て
全
国
各

地
で
「
出
張
年
金
相
談
」
の
開
設

■
大
学
・
高
校
な
ど
の
教
育
機
関
や

事
業
所
等
へ
出
向
い
て
の
年
金
セ

ミ
ナ
ー
や
年
金
制
度
、
説
明
会
の

開
催　
　
　
　
　
　

・
・
・
な
ど

　

ま
た
、
11
月
30
日
は
、
ご
自
身
の

年
金
記
録
や
年
金
受
給
見
込
み
額
を

確
認
し
老
後
の
生
活
設
計
に
思
い
を

巡
ら
し
て
い
た
だ
く
「
年
金
の
日
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
な
ど

を
利
用
し
ご
自
身
の
年
金
に
つ
い
て

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

「
発
熱
や
風
邪
症
状
の
あ
る
方
」

　
　
　
　

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

総
看
護
師
長
　
風
巻
眞
理
子

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
免
除・

　
　
　
猶
予
制
度
の
お
知
ら
せ

毎
年
11
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」、

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」で
す

年
金
コ
ー

   

ナ
ー

議会コーナー
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認定式で各特産商品に対して認定証が渡されました。

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
振
興
協
議
会
で

は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
の
一
環
と
し
て
、
苗

場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア
内
で
産
出
・
生

産
さ
れ
、
苗
場
山
麓
の
地
質
・
地
形
、
気
候
、

生
態
系
、
人
々
の
暮
ら
し
と
の
関
わ
り
を
語

る
媒
体
と
し
て
、
地
域
産
品
の
開
発
・
仕
組

み
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
商
品
と
し
て

認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、「
苗
場
山
麓
の

地
質
・
地
形
・
気
候
・
生
態
系
と
、
人
々
の

暮
ら
し
の
つ
な
が
り
を
語
れ
る
商
品
」
で
か

つ
次
の
①
か
ら
④
ま
で
の
条
件
を
２
つ
以
上

あ
て
は
ま
る
商
品
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
以
上
の
条
件
を
満
た
す
13
品
の

特
産
商
品
を
認
定
し
ま
し
た
。
来
月
か
ら
、

認
定
商
品
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
（
な
じ
ょ
も
ん
）

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０

　

観
光
地
域
づ
く
り
課

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

①
エ
リ
ア
内
で
産
出
・
生
産
さ
れ
た

原
料
を
一
部
に
使
っ
て
い
る
商
品

②
地
形
を
真
似
る
な
ど
各
サ
イ
ト
を

想
起
さ
せ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ

ン
の
商
品

③
ジ
オ
サ
イ
ト
も
し
く
は
そ
れ
に
関

連
す
る
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
、
名
称

等
を
主
た
る
デ
ザ
イ
ン
や
商
品
名

に
使
用
し
て
い
る
商
品

④
製
造
の
最
終
工
程
が
エ
リ
ア
内
の

工
場
や
工
房
、
食
堂
等
で
制
作
さ

れ
た
商
品

　

T
a
p
で
は
大
人
の
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
と

し
て
「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
」
を
開
催

し
ま
す
。
も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
す
！
自
分
で
作
っ
た
リ
ー
ス
を

自
宅
に
飾
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
満
喫
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
に
ち　

12
月
11
日
㈮

■
時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

■
会　

場　

総
合
セ
ン
タ
ー
職
業
指
導
室

■
参
加
費 

（
材
料
費
込
み
）

　

Ｔ
ａ
ｐ
会
員　

３
，
３
０
０
円

　

非
会
員　
　
　

３
，
７
０
０
円

■
定　

員　

15
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

　

申
し
込
み
、
詳
細
に

つ
い
て
は
Ｔ
ａ
ｐ
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

毎
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る「
と
っ
て

も
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
T
a
p
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
」を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
に
十
分

配
慮
を
し
な
が
ら
、楽
し
い
パ
ー
テ
ィ
ー
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
ね
！

■
日
に
ち　

12
月
19
日
㈯

■
時　

間　

午
前
10
時
～
11
時
半

■
場　

所　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

■
対　

象　

小
学
生
・
保
育
園
児
と
そ
の
保

護
者（
保
育
園
児
は
必
ず
保
護
者
同
伴
で
す
）

■
内　

容

◯
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
：
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り

を
作
り
ま
す
。

◯
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
：
色
々
な
道
具
を
使
っ

て
体
を
動
か
し
て
遊
べ
ま
す
。

◯
マ
ル
シ
ェ
コ
ー
ナ
ー
：
手
作
り
の
雑
貨
や
ア

ク
セ
サ
リ
ー
を
販
売
し
ま
す
。

※
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
い
案
内
は
各
小
学
校
、

保
育
園
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
通

じ
て
配
布

し
ま
す
。

T
a
p
大
人
の
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
」の
ご
案
内

「
と
っ
て
も
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
T
a
p

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」の
ご
案
内

～お申込み・お問い合わせ～
津南町総合センター内

Tap事務局　TEL765-5776

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク 

認
定
商
品
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■人口9,273（−14）　男4,481（−８）　女4,792（−６）

■世帯数3,471（−13）　■転入／９　■転出／ 10　■出生／２　■死亡／ 15　■婚姻／１11月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●第5回苗場山麓ジオパーク
　フォトコンテスト入賞作品展示会
　会　期：11月21日㈯～12月20日㈰
　たくさんのご応募をいただき

ました「第5回苗場山麓ジオパー

クフォトコンテスト」の入賞作品

29点を展示します。美しい苗場

山麓の姿をぜひご覧ください。

●「第11回Myコレクション展」作品募集中
　令和3年1月16日㈯〜2月28日㈰の会期で、My

コレクション展を開催します。

　あなたの秘蔵のコレクションを、なじょもんに

展示してみませんか？

　詳しくは、なじょもんのホームページ、または

お電話でお問い合わせください。

●注連縄（しめなわ）づくり
　日　時：12月6日㈰　13：00～ 16：00
　体験料：1,000円　　対　象：小学3年生～大人
　自分でつくった注連縄でお正月を迎えてみませんか？

●大人の石器づくり ～石槍～
　日　時：12月12日㈯　10：00～ 12：00
　体験料：500円
　対　象：小学5年生～大人
　鹿角のハンマーを使い、黒曜石を割って石槍を

つくります。

●ひょうたんのオーナメント
　日　時：12月19日㈯　10：00～ 11：00
　体験料：500円　　対　象：小学1年生～大人
　千成ひょうたんに色をつけて、可愛いクリス

マス飾りをつくりましょう。

ジオパークフォトコンテスト
入賞作品展示会

昨年のMyコレクション展

注連縄づくり

ひょうたんのオーナメント

大人の石器づくり

　

寒
く
な
っ
て
き
て
山
の
方

で
は
雪
が
ち
ら
つ
い
て
き
ま

し
た
。例
年
に
比
べ
て
寒
い
の

で
体
調
管
理
に
気
を
付
け
た

い
と
思
い
ま
す
。10
月
31
日

の
G
E
O
河
岸
段
丘
花
火
で

は
、マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南

小林　咲
さや

花
か

（羽倉）	 慎吾さん
	 風花さん

高野　壱
いっ

心
しん

（埼玉県）	 恭介さん
	 千穂さん

中澤　　丈
じょう

（上段）	 義貴さん
	 美由希さん

山田　平二さん	 （76歳・見倉清水川原）

中島　ソノさん	 （92歳・正面）

村山　安永さん	 （95歳・割野）

長野　キヨさん	 （85歳・正面）

根津　コウさん	 （103歳・上段）

田村　直行さん	 （82歳・十日町市）

涌井　知代さん	 （93歳・羽倉）

涌井　増夫さん	 （80歳・岡）

涌井あゆ美さん	 （43歳・新潟市）

小柳キミ子さん	 （91歳・上段）

風巻　ヨシさん	 （94歳・大割野）

12 月 【なじょもん☎ 765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

5日㈯ 10:00～11:00 木の実のオーナメント 500 低学年以上

6日㈰ 13:00～16:00 注連縄づくり 1,000 中学年以上

12日㈯ 10:00～12:00 大人の石器づくり ～石槍～ 500 高学年以上

13日㈰ 10:00～12:00 木の実のリース 1,000 低学年以上

19日㈯ 10:00～11:00 ひょうたんのオーナメント 500 低学年以上

20日㈰ 10:00～12:00 手漉き和紙の年賀状 1,000 低学年以上

26日㈯ 10:00～11:00 ろうそくのランタン 800 高学年以上

27日㈰ 10:00～12:00 手漉き和紙の年賀状 1,000 低学年以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

の
空
の
展
望
台
で
撮
影
を
し

た
の
で
す
が
、寒
さ
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この紙は
再生紙を
使っています
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